
令和４年８月　第126号

南小
国 議

会
広
報

今月の表紙

黒川保育園３・４・５歳児の水遊びに

お邪魔しました。

水中での宝探しや輪くぐりなど、楽し

そうな水遊びで、はじける笑顔と太陽

が眩しかったです☺



きのこセンター
シリーズ No.４

　南小国町では、きのこ生産を計画的に発展させ、町民の所得向上を図る目的で、
きのこ菌床培養等施設（通称：きのこセンター）を平成７年に設置し、現在「舞茸」
と「生きくらげ」を生産しています。舞茸の生産拠点は九州で２ヶ所しかなく、通年
で生産出荷されています。現在、株式会社 ASO小国ファームさんが指定管理者とし
て管理運営をされています。

舞茸ができる工程

➊おがくず、ふすま、 
おから等を攪拌

➍専用室で舞茸の
種菌を接種

➋菌床を一定量ずつ
個包装

➎成長段階に合わせ
て空調や光を管理

➌約 100 度の釡で
７時間蒸し殺菌

➏収穫。１株あたり
約 300 ～ 400g

接種から約２ヶ月間、温度・湿度・光・酸素濃度などを生育状況に合わせて調整
し管理することで、肉厚の舞茸が安定的に生産できています。
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きのこセンター
シリーズ No.４

菌床の材料には、収穫が終わった原木椎茸のクヌギを粉砕したおがくずを
使用するなど独自の取り組みも見られました。舞茸は町内飲食店や宿泊施設
等で使用される他、商品開発や県内外での販路も拡大されていました。
更なる消費拡大、町を代表する産品となることを期待します。

きのこセンター設立から 27 年経過し、機材も老朽
化していたので、令和３年度に約 1500 万円をかけ、
機材入れ替えを行っています。以前より容量の大き
い機材を新調し増産体制が整いました。

量産できるように！

機材を新調

工程②　コンベアー
　　　／自動袋詰機
作業が圧倒的に効率化

工程③　常圧殺菌釜
　　　／蒸気ボイラー

増産のため、未使用だっ
た室に空調設備を導入

きのこセンターの皆さん

工程①　攪拌機
旧製品と比べると容量
が 150％増

機材新調により、一度に出来上がる菌床が約 1.5 倍
になり、生産量も比例して増えています。
舞茸をより多くの方に食べてもらえるように
商品開発も積極的に行っておられます。

【商品開発】全品きよらカァサにて販売中です

写真左：舞茸麺シリーズ　　右：舞茸入りのり佃煮

美味しい舞茸を

たくさん食べて

ください！
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令
和
４
年
６
月

第
２
回
定
例
会　

●
専
決
処
分
の
報
告

◆
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
（
第
５
号
）

主
な
審
議

○
地
方
債
償
還
金
利
子

▼
佐
藤
議
員　

専
決
処
分
の
理

由
は
。

▽
建
設
課
長　

予
算
上
の
計
上

ミ
ス
が
あ
っ
た
。ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
、
ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
再
発
防
止
に
努
め
た
い
。

◆
南
小
国
町
税
条
例
等
の
改
正

承　
　

認

◆
南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正　
　

承　
　

認

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

（
第
14
号
）

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

（
第
１
号
）

主
な
審
議

○
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
森
永
議
員　

小
国
郷
内
で
の

ワ
ク
チ
ン
廃
棄
の
状
況
は
。

▽
町
民
課
長　

期
限
切
れ
の
モ

デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
約
４
０
０

人
分
の
廃
棄
が
あ
っ
た
。

▼
佐
藤
議
員　

３
回
目
ま
で
の

接
種
状
況
、
ま
た
未
接
種
の
方

の
対
応
は
。

▽
町
民
課
長　

６
月
９
日
現
在

で
71
・
50
％
、
未
接
種
の
方
に

つ
い
て
は
、
空
き
が
あ
れ
ば
接

種
可
能
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

相
談
を
し
て
欲
し
い
。

○
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
義

援
金

▼
穴
井
千
秋
議
員　

議
会
の
議

決
を
経
て
欲
し
か
っ
た
。
専
決

の
理
由
は
。

▽
総
務
課
長　

県
町
村
会
へ
の

締
め
切
り
期
限
が
あ
り
、
人
道

支
援
と
し
て
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

▼
井
野
議
員　

義
援
金
の
額
は

町
村
一
律
、
同
じ
額
か
。

▽
総
務
課
長　

上
限
が
50
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
50
万
円
を
寄

付
し
た
。

●
条
例
制
定
・
改
正

◆
南
小
国
町
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例

※
町
民
の
利
便
性
や
行
政
手
続

き
の
効
率
化
を
図
る
も
の
。

主
な
審
議

▼
井
上
議
員　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
転
出
・
転

入
手
続
き
が
可
能
と
な
る
の
か
。

▽
町
民
課
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
で
、
転
出
に
つ

い
て
は
手
続
き
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
が
、
転
入
に
つ
い
て
は

窓
口
に
来
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。

◆
南
小
国
町
手
数
料
条
例
の
改

正主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
須
と
な
る
と
思
う

が
、
現
在
の
交
付
率
は
。

▽
町
民
課
長　

５
月
末
現
在
、

41
・
46
％
。
毎
週
火
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で
、
休
日
の
午
前
中

も
交
付
日
を
設
け
て
対
応
し
て

い
る
。

▼
佐
藤
議
員　

手
数
料
３
０
０

円
と
し
た
理
由
は
。

▽
町
民
課
長　

住
民
票
の
一
部

交
付
分
（
２
０
０
円
）
と
世
帯

全
体
分
（
４
０
０
円
）
を
同
一

金
額
と
し
、
他
市
町
村
の
状
況

等
も
考
慮
し
て
決
定
し
た
。

◆
南
小
国
町
営
住
宅
条
例
の
改

正◆
南
小
国
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
改
正

※
法
律
改
正
に
伴
う
も
の
。

原
案
可
決

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正　

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
（
温
泉
館
）
設
置
条
例
の

改
正

主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

料
金
改
定
の
理

由
は
。

▽
農
林
課
長　

こ
れ
ま
で
消
費

税
の
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
平
成
７
年
開
設
当
初
か
ら

一
度
も
料
金
改
定
は
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
通
常
の
維
持
管

理
経
費
に
充
当
し
た
い
。

▼
井
上
議
員　

民
間
へ
の
売
却

は
。

▽
農
林
課
長　

施
設
の
規
模
等

か
ら
、
具
体
的
な
売
却
と
い
っ

た
話
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

▼
佐
藤
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
で
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
中
で
の

値
上
げ
に
な
る
が
、
何
か
利
用

促
進
策
は
。

▽
農
林
課
長　

コ
ロ
ナ
等
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
て
い
く
。

原
案
可
決

●
規
約
変
更

◆
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
変
更

※
小
国
町
外
一
ヶ
町
公
立
病
院

組
合
か
ら
小
国
郷
公
立
病
院
組

合
へ
の
名
称
変
更
に
伴
う
も

の
。
　
　
　
　　

原
案
可
決

◆
熊
本
広
域
行
政
不
服
審
査
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
熊
本
広
域

行
政
不
服
審
査
会
共
同
設
置
規

約
の
変
更
　
　　

原
案
可
決

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
２
号
）

主
な
審
議

○
町
民
向
け
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

実
施
期
間
、
ま

た
利
用
で
き
る
店
舗
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

８
月
１

日
か
ら
来
年
１
月
末
日
を
予

定
。
昨
年
ま
で
の
店
舗
に
加
え
、

Ｊ
Ａ
購
買
部
を
追
加
し
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

２
月
・
３
月
、

冬
季
の
燃
料
高
騰
に
備
え
た
独

自
対
策
は
。

▽
町
長　

国
へ
の
報
告
等
が
あ

り
１
月
末
が
期
限
と
な
る
。
今

後
の
情
勢
を
見
な
が
ら
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
森
永
議
員　

家
計
支
援
プ
ラ

ス
経
済
支
援
と
い
う
こ
と
で
商

品
券
の
配
布
で
は
な
く
、
10
倍

返
し
券
の
よ
う
な
購
入
す
る
と

い
う
方
法
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

補正予算　主な事業 （万円）
令和３年度 公共下水道事業特別会計（第５号） 承　　認
地方債償還金利子 34
令和３年度 一般会計（第 14 号） 承　　認
森林環境譲与税基金積立金 80
一般会計（第１号） 承　　認
ウクライナ避難民支援義援金 50
新型コロナワクチン予防接種委託料 924
接種体制確保事業対応業務委託料 86
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▽
町
長　

で
き
る
だ
け
早
く
ス

ム
ー
ズ
に
町
民
の
皆
様
に
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
利
便

性
を
考
慮
し
た
。

○
経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金

▼
矢
津
田
議
員　

ど
の
よ
う
な

事
業
内
容
か
。

▽
農
林
課
長　

対
象
者
は
１

名
。
親
元
就
農
を
含
む
、
新
規

就
農
者
が
行
う
機
械
、
施
設
、

家
畜
の
導
入
に
係
る
経
費
を
助

成
。
補
助
対
象
経
費
の
上
限
が

１
０
０
０
万
円
、
国
が
１
／

２
、
県
が
１
／
４
。

○
飼
料
・
燃
料
費
高
騰
対
策
補

助
金

▼
矢
津
田
議
員　

補
助
金
の
し

く
み
、
事
業
内
容
は
。

▽
農
林
課
長　

県
の
農
業
経
営

指
標
を
用
い
て
算
定
し
た
。
補

助
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

の
農
業
所
得
収
支
内
訳
書
中
、

飼
料
・
燃
料
・
肥
料
の
支
出
額

の
１
割
を
補
助
と
し
て
考
え
て

い
る
。
国
が
新
た
な
補
助
制
度

と
い
っ
た
記
事
が
出
て
い
た
執

行
に
お
い
て
は
、
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て
い

き
た
い
。

▼
矢
津
田
議
員　

肥
料
の
支
出

に
対
し
て
、
一
律
１
／
２
の
補

助
を
全
戸
に
出
せ
な
い
か
。

▽
町
長　

肥
料
だ
け
で
な
く
燃

料
や
飼
料
も
あ
る
の
で
、
肥
料

だ
け
一
律
に
出
す
と
い
う
の
は

難
し
い
。
国
が
ど
の
よ
う
な
補

助
の
出
し
方
を
す
る
の
か
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
消
防
ポ
ン
プ
車

▼
井
野
議
員　

購
入
車
両
は
。

▽
総
務
課
長　

機
動
分
団
ポ
ン

プ
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
に
買
い

替
え
る
も
の
で
、
当
初
予
算
計

上
分
の
追
加
分
に
な
る
。

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講
習
委

託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

ど
こ
に
委

託
を
し
、
誰
が
講
習
を
受
け
る

の
か
。
ケ
ガ
の
場
合
の
保
険
は
。

▽
総
務
課
長　

森
林
組
合
に

委
託
予
定
。
消
防
団
員
の
中
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
扱
え
な
い
人
、

不
慣
れ
な
人
を
想
定
し
て
い

る
。
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
消
防
団

員
の
公
務
災
害
が
適
用
さ
れ
る
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
は
非
常
に
ケ
ガ
の
多
い
機

械
。
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
プ

ロ
の
方
に
お
願
い
し
て
欲
し
い
。

▽
総
務
課
長　

緊
急
性
が
あ
る

場
合
は
、
消
防
団
で
対
応
し
た

い
。

○
行
方
不
明
者
の
捜
索

▼
森
永
議
員　

５
月
の
初
め
に

押
戸
石
方
面
で
行
方
不
明
者
が

出
た
と
思
う
が
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
は
。

▽
総
務
課
長　

通
常
の
ド
ロ
ー

ン
や
赤
外
線
カ
メ
ラ
付
き
の
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
捜
索
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
発
見
に
至
ら

な
か
っ
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
（
第
１
号
）
原
案
可
決

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

（
第
１
号
）

主
な
審
議

○
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
佐
藤
議
員　

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
庁
舎
内
の
ど
こ
に
移
転

す
る
の
か
。

▽
福
祉
課
長　

役
場
庁
舎
内
の

小
会
議
室
に
移
転
予
定
。

▼
佐
藤
議
員　

管
理
セ
ン
タ
ー

は
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

▽
町
長　

補
強
工
事
な
ど
投
資

は
考
え
ら
れ
な
い
。
解
体
の
方

向
で
考
え
て
い
る
。

原
案
可
決

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

（
第
１
号
）

○
水
源
地
に
つ
い
て

▼
井
上
議
員　

大
き
な
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
は
。

▽
建
設
課
長　

抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
経
費

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る
。
情

報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

濁
度
計
の
設
置

場
所
は
。

▽
建
設
課
長　

水
源
地
下
流
の

町
道
分
岐
点
付
近
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
（
第
１
号
）
原
案
可
決

●
報
告

◆
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書

◆
事
故
繰
越
の
繰
越
計
算
書

主
な
審
議

○
町
有
地
斜
面
復
旧
工
事

▼
井
野
議
員　

調
停
中
と
の
事
、

今
年
度
中
に
完
了
す
る
の
か
。

▽
総
務
課
長　

工
事
自
体
は
短

期
間
で
完
了
予
定
。
今
年
度
中

に
は
完
了
す
る
。

●
陳
情
　
　
　　

配
布
の
み

◆
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情

◆「
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ

の
安
心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
」

◆
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を

７
月
20
日
に
固
定
化
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

◆
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な

い
安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第２号） 原案可決
住民税非課税世帯等臨時特別給付金 1000
低所得子育て世帯支援特別給付金 400
特別会計繰出金 3527
経営発展支援事業補助金 750
農業振興地域整備計画作成委託料 276
農地利用効率化等支援事業補助金 114
飼料・燃料費高騰対策補助金 3000
商工会プレミアム補助金 △ 400
町民向け商品券発行事業補助金 8025
白蟻駆除予防業務委託料 109
チェーンソー安全講習委託料 10
備品購入費（消防ポンプ車他） 147
公共土木施設災害測量設計委託料 700
水道事業特別会計（第１号） 原案可決
濁度計設置修繕料 1000
配水池ロボット確認修繕委託料 500
基本計画及び変更認可等設計委託料 2333
備品購入費（移動式タンク他） 203
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議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
３
月
定
例
会
で
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
６
月
定
例
会

に
て
、
１
人
減
と
す
る
発
議
案

を
採
決
。
賛
成
７
人
・
反
対
２
人

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
委
員
長
報
告

▼
井
上
委
員
長　
「
南
小
国
町

議
会
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
は
、
議
員
定
数

削
減
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

を
行
う
た
め
、
議
長
を
除
く
９

人
の
委
員
に
よ
り
令
和
２
年
３

月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
令
和
２
年
７
月
29
日

に
第
１
回
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
に
結
論
を
出
す
べ
き
な
の

か
、
町
民
の
意
見
を
聞
き
取
る

期
間
が
必
要
、
他
の
自
治
体
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
前
回

改
選
時
に
12
人
か
ら
10
人
に
削

減
し
た
小
国
町
議
会
と
、
定
数

８
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る
産
山

村
議
会
の
状
況
が
知
り
た
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
正
副
委

員
長
と
事
務
局
で
調
査
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
１
月
28
日
、
第
２

回
委
員
会
と
し
て
小
国
町
議
会

へ
、
同
年
３
月
24
日
、
第
３
回

委
員
会
と
し
て
産
山
村
議
会
に

そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
議
長
並
び

に
議
会
事
務
局
長
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
や
削
減
に
至
っ
た
経

緯
な
ど
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
貴
重
な
ご
意
見
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
５
日
、
第
４

回
委
員
会
を
開
催
し
、
小
国
町

議
会
並
び
に
産
山
村
議
会
の

調
査
結
果
、
及
び
こ
の
１
年
間

に
議
員
定
数
の
削
減
を
行
っ
た

県
内
町
村
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
委
員
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
や
意
見
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
全
て
の
意
見
を
踏

ま
え
、
本
特
別
委
員
会
と
し
て

は
「
全
会
一
致
」
が
望
ま
し
い

も
の
の
、
採
決
に
よ
り
決
定
し

た
い
旨
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
１
月
21
日
、
第
５

回
委
員
会
を
開
催
し
、
定
数
削

減
を
す
る
か
否
か
の
採
決
を
取

り
、
挙
手
採
決
に
よ
り
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
２
月
18
日
、
第
６

回
委
員
会
を
開
催
し
、
１
人
減

の
定
数
９
人
と
２
人
減
の
定
数

８
人
の
採
決
を
取
り
、
挙
手
採

決
に
よ
り
１
人
減
の
定
数
９
人

が
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
特
別

委
員
会
と
し
て
は
、
１
人
減
の

定
数
９
人
の
議
員
定
数
案
を
決

定
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

◆
反
対
討
論

▼
佐
藤
議
員　

人
口
減
少
が
進

む
中
、
議
員
定
数
と
い
う
の

は
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い
て

も
、
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

た
だ
議
員
と
い
う
の
は
、
町

民
の
声
を
届
け
る
こ
と
の
で
き

る
立
場
で
あ
り
ま
す
し
、
選
挙

で
町
民
か
ら
の
信
託
を
得
て
当

選
し
て
い
る
訳
で
す
。
こ
れ
か

ら
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
中
、

議
員
に
お
い
て
も
男
女
問
わ

ず
、
各
世
代
の
方
々
の
多
く
の

声
を
町
に
届
け
る
べ
き
仕
事
を

有
す
る
者
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
定
数
の
削
減
を
議
論
す

る
よ
り
も
ま
ず
、
議
員
の
活

動
、
議
員
の
あ
り
方
、
活
性
化

な
ど
を
も
っ
と
議
論
し
て
議
員

が
町
民
の
方
に
何
が
で
き
る
の

か
、
も
う
一
度
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
に
聞
い
て
も
「
議

員
を
減
ら
せ
」
と
い
う
声
は
、

わ
た
し
に
は
そ
う
多
く
は
届
い

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も

「
も
っ
と
活
動
し
て
欲
し
い
、

も
っ
と
町
民
の
声
を
届
け
て
欲

し
い
」
と
い
う
声
の
方
が
多
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
お
い
て
、
定

数
削
減
す
る
よ
り
も
、
議
会
の

活
性
化
を
議
論
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
次
の
選
挙
も
現

状
、
定
数
10
名
で
行
う
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

次
期
の
町
議
選
か
ら
定
数
９
人
に

議
員
定
数
削
減
案
を
可
決

６月定例会（６月１５～１７日）　採択結果

議案番号 事　件　名

採
決
結
果

穴
井
則
之

佐
藤
　
毅

井
野
和
哉

井
上
則
臣

矢
津
田
道
夫

下
城
孔
志
郎

児
玉
秀
次
郎

穴
井
千
秋

森
永
一
美

発議第1号 南小国町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇…賛成、　×…反対　※賛否の分かれた案件のみ掲載。
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経済建設常任委員会報告　立岩水源の現地調査により考えさせられたこと

　我々の生活に欠かせない水の存在、身近に常に有する水、蛇口を捻れば必ず出てく
る水は、飲料水としての役割を果たさなければなりません。
　しかし立岩水源の水を利用している 800 世帯に土砂・小石混じりのあってはなら
ない事態が３月 18 日に起きてしまいました。およそ６日間その水を利用している世
帯にとりましては大変不便な生活そして、いつまで続くのかという心配、焦り等を持っ
たかと思われます。町当局の早々の原因究明により、湧水自体の減少があり、水害の
ために土砂が給水口の方へ流れ込んだのが原因でありました。
　経済建設常任委員会としては５月２日に現地調査を行い、このような事が再発しない

ことを前提として全体的な水道事業の見直
しを図ることを行政側に申し上げました。
　水は時には豪雨災害を起こし、田畑・
山林・家屋に牙をむいてくることがあり、
水の恐ろしさもよく知っておりますが、
我々は水との生活は必需であります。大
切な水源地を守るための整備、安全面で
の対策を図ることも近々の課題であると
考えさせられた現地調査でありました。

（報告者：穴井千秋副委員長）市原簡易水道配水池

令和４年　議会日誌

５　
　

月

2 経済建設常任委員会（水源地視察）

13 県町村議長会第 1回理事会

18 阿蘇地域振興デザインセンター監査

19 県町村議長会臨時総会、議長研修会

21 南小国中学校体育大会

23 南小国町商工会総会

26 国道５７号整備促進期成会総会

27 阿蘇地域振興デザインセンター第2回理事会

30～31 全国町村議会議長・副議長研修会

６　
　

月

3 社会福祉協議会第1回理事会

7 南小国町防災会議

7 議会運営委員会

15～17 第2回定例会

17 議会広報調査対策特別委員会

23 阿蘇広域議会運営委員会

23 小国高校の魅力化と永遠の発展の会総会

27 小国郷地域公共交通会議

28～30 阿蘇市町村議長会議長研修会

30 阿蘇広域議会臨時会

７　

月

1 議会広報調査対策特別委員会（取材）

15 阿蘇市町村議長会正副議長・委員長研修会

20 議会広報調査対策特別委員会

27 県町村議長会常任委員長・議会運営委員長研修会

阿蘇広域行政事務組合議会
６月３０日

　臨時会が行われ、条例改正１件、消
防救助工作車の契約１件、規約変更 
1 件、報告１件が提出されました。
　消防救助工作車の契約については、
平成 18 年３月に中部消防署に配備さ
れた救助工作車で、配置後 16 年が経
過し、経年劣化が著しく、車体部腐食
等の老朽化に対応できない状況である
ため、更新されるものです。（契約金額；
１億４９７１万円）
　慎重な審議の結果、全会一致で可決
されました。

納入車両イメージ写真
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【
議
員
】
今
後
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
維
持
発
展
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
町
長
】
当
面
は
、
現
状
の
職

員
数
で
業
務
の
効
率
化
や
創
意

工
夫
に
よ
り
新
番
組
制
作
の
可

能
性
を
探
り
つ
つ
、
放
送
内
容

の
充
実
に
努
め
る
。

【
議
員
】
町
民
の
身
近
な
情
報

ツ
ー
ル
に
で
き
な
い
か
。
例
え

ば
、
番
組
「
役
場
か
ら
の
お
し

ら
せ
」
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
改
善
の

余
地
は
あ
る
。
着
実
に
一
歩
ず

つ
番
組
内
容
の
充
実
を
進
め
た

い
。「
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

は
役
場
の
職
員
、
業
務
等
を

知
っ
て
い
た
だ
く
有
効
な
ツ
ー

ル
と
思
う
。
取
り
組
み
を
進
め

る
。

【
議
員
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

在
り
方
を
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
番
組
審

査
会
で
も
い
ろ
ん
な
意
見
を
い

た
だ
く
。
番
組
の
改
善
や
新
番

組
制
作
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
菊
陽
町

に
進
出
す
る
。
波
及
効
果
を
求

め
て
、
何
か
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
観
光
面
に
お
い
て
、

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、

情
報
発
信
に
努
め
る
。
移
住
定

住
に
お
い
て
も
、
住
ま
い
の
受

け
皿
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

【
議
員
】
具
体
的
に
台
湾
か
ら

の
観
光
客
受
入
れ
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の

か
。

【
町
長
】
情
報
発
信
に
お
い
て

多
言
語
化
の
対
応
を
進
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
見
直
し
を

早
急
に
取
り
組
む
。
台
湾
か
ら

の
情
報
を
集
め
、
関
係
機
関
と

対
応
、方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】
Ｊ
Ａ
跡
地
で
の
住
宅

建
設
に
向
け
た
整
備
計
画
を
進

め
て
は
。
従
業
員
の
居
住
地
や

移
住
定
住
希
望
者
の
方
向
け

に
。

【
町
長
】
駐
在
員
の
住
ま
い
地

と
な
り
得
る
の
か
、
い
ろ
ん
な

情
報
を
集
め
な
が
ら
判
断
し
て

い
く
。

佐藤　毅　議員

Ｑケーブルテレビの活用、 
今後どうする？

Ａ 
放送内容の充実に努める

Ｑ 
ＴＳＭＣ進出の波及効果は？

Ａ 
観光面の経済効果に期待

【
議
員
】
中
原
小
学
校
、
下
の

河
川
、
四
分
一
堰
の
修
理
費
が

水
利
権
者
の
大
き
な
負
担
と
な

り
、
水
不
足
に
も
繋
が
り
町
と

し
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
通
称
風
船
ダ
ム
と
言

わ
れ
、
下
流
域
８
・
９
㏊
の
農

業
地
が
有
り
、
四
分
一
用
水
組

合
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
水
利
権
の
一
本
化
や
、

施
設
の
統
合
も
検
討
協
議
を
し

て
い
く
。

【
議
員
】
現
地
に
は
緊
急
用
の

揚
水
ポ
ン
プ
も
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
建
設
課
長
】
中
原
中
井
手
の

所
有
ポ
ン
プ
施
設
を
四
分
一
用

水
組
合
も
利
用
し
て
い
る
。
壊

れ
た
場
合
は
、
農
業
水
利
基
盤

施
設
整
備
事
業
補
助
金
を
使
っ

て
い
る
が
、
大
き
な
負
担
を

担
っ
て
い
る
。

【
議
員
】
こ
う
い
う
事
案
や
町

民
か
ら
の
役
場
に
対
し
て
お
尋

ね
が
あ
っ
た
時
に
は
、
役
場
は

す
ぐ
に
計
画
を
立
て
、
期
限
を

を
決
め
て
、
す
ぐ
に
回
答
す
る

よ
う
に
、「
南
小
国
町
役
場
は

ち
ょ
っ
と
違
う
ば
い
」
そ
ん
な

役
場
に
な
っ
て
欲
し
い
。

下城孔志郎　議員

Ｑ 
四
し ぶ い ち ぜ き

分一堰の改修は？

Ａ水利権の一本化や、施設の 
統合も検討

四分一堰、通称：風船ダム

中原中井手所有ポンプ施設
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【
議
員
】①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
希
薄
化
す
る
中
、
高
齢
者
世

帯
や
単
身
世
帯
も
増
え
て
い

る
。
地
域
で
も
見
守
り
が
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

は
。
②
今
後
も
継
続
的
な
空
室

情
報
の
公
開
を
。
③
家
賃
滞
納

件
数
と
対
応
、今
後
の
対
策
は
。

【
町
長
】
①
見
守
り
は
必
要
。

②
入
居
申
込
を
常
時
受
け
付
け

し
、
申
込
者
が
い
な
い
住
宅
の

み
情
報
公
開
し
て
い
る
。
今
後

も
周
知
し
て
い
き
た
い
。
③
現

年
度
・
過
年
度
分
合
わ
せ
て
20

件
、
３
６
２
万
円
。
督
促
状
や

催
告
状
の
通
知
、
連
帯
保
証
人

へ
の
連
絡
や
請
求
等
を
行
っ
て

い
る
。

【
議
員
】
①
老
人
扶
養
の
対
象

と
な
る
70
歳
以
上
の
方
が
入
居

す
る
場
合
、
同
意
書
を
も
ら
っ

て
、
必
要
機
関
や
地
域
で
情
報

共
有
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

は
。
③
入
居
時
に
口
座
振
替
も

申
込
み
し
て
も
ら
い
、
口
座
振

替
率
を
４
割
か
ら
高
め
て
は
。

【
建
設
課
長
】
①
条
例
や
法
、

地
域
側
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
進
め
た
い
。
③
関
係
各
課

と
も
協
議
し
、
で
き
る
限
り
口

座
振
替
を
促
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
後
継
者
不
在
や
事
業

承
継
の
話
は
良
く
耳
に
す
る
。

事
業
承
継
を
希
望
し
て
も
、
す

ぐ
に
後
継
者
が
見
つ
か
る
と
は

限
ら
な
い
。
町
と
し
て
も
早
々

に
何
か
し
ら
着
手
す
べ
き
で

は
。

①
ま
ず
は
事
業
承
継
に
つ
い
て

周
知
を
し
て
は
。
②
町
独
自
で

家
賃
補
助
や
固
定
資
産
等
の
資

金
面
フ
ォ
ロ
ー
制
度
を
設
け
て

は
。
③
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
法
も
あ

る
の
で
、
町
と
し
て
進
め
る
に

は
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
町
長
】
法
的
な
こ
と
も
あ
る

が
、
商
工
会
や
関
係
団
体
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
本
町
で
何
が

で
き
る
か
考
え
た
い
。

森永　一美　議員

Ｑ 
町営住宅のより良い運営を！

Ａ 
見守りの仕組みづくりは必要

Ｑ事業承継に町としても 
何らかの取り組みを！

Ａ何ができるか 
しっかり考えていく

【
議
員
】
３
月
18
日
か
ら
23
日
、

町
内
水
道
の
一
部
で
飲
料
水
の

使
用
停
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の

原
因
は
？

【
町
長
】
多
く
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
深
く
お
詫
び
し

ま
す
。
原
因
は
水
源
の
湧
水
量

が
一
時
的
に
減
少
し
、
水
圧
が

低
下
し
て
い
た
取し

ゅ
す
い
せ
い

水
井（
湧
水
・

地
下
水
を
貯
め
る
場
所
）
に
、

18
日
未
明
の
70
ミ
リ
を
超
え
る

降
水
に
よ
っ
て
近
く
を
流
れ
る

川
水
が
濁
り
、
濁
っ
た
川
水
が

取
水
井
へ
流
れ
込
み
、
濁
水
が

導
水
管
・
配
水
池
に
流
れ
込
ん

だ
こ
と
が
原
因
と
推
測
し
て
い

る
。

【
議
員
】
①
取
水
井
に
川
水
が

入
ら
な
い
よ
う
、
井
の
周
り
を

鉄
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
高
く

覆
っ
て
は
。

②
予
備
の
取
水
井
を
つ
く
り
、

有
事
の
際
に
切
り
替
え
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

【
建
設
課
長
】
①
取
水
井
近
く

で
工
事
を
す
る
こ
と
は
、
地
下

水
の
水
路
が
変
わ
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
慎
重
な
対
応
が
必

要
。

②
様
々
な
可
能
性
を
含
め
、
再

度
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
再
検

討
し
早
急
な
対
策
を
し
て
い

く
。

児玉秀次郎　議員

Ｑ給水が止まることがないように 
対策を！

Ａ根本的に水道事業計画を見直し 
早急な対策をしていく

大津菊陽水道企業団の給水車と給水活動の様子

給水車は高森町と大津菊陽水道企業団より借用
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【
議
員
】
一
人
住
ま
い
・
年
配

者
の
社
会
参
加
の
機
会
が
減
少

し
、「
う
つ
」
に
な
る
リ
ス
ク

が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
町
と
し

て
の
防
止
策
は
な
い
か
。

【
町
長
】
本
町
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
都
市
部
以
上
に

進
行
し
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
状
で
は
、
人
と
の

交
流
の
機
会
を
な
く
さ
な
い
た

め
の
取
組
が
重
要
と
考
え
、
町

内
13
カ
所
で
週
１
回
の
健
康
体

操
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
充
分

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備

を
整
え
た
い
。

【
議
員
】
社
会
参
加
促
進
策
と

し
て
、
２
案
こ
の
場
で
提
案
し

た
い
。

①
社
会
参
加
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト

制
の
導
入

②
仕
事
の
斡
旋
（
年
収
保
障
）

業
務
。

積
極
性
を
促
し
、
健
康
を
維
持

し
、
明
る
く
元
気
な
高
齢
者
が

増
え
れ
ば
こ
の
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
町
も
元
気

に
な
る
と
思
う
。

【
議
員
】
円
安
等
に
よ
る
経
済

変
動
が
農
業
・
畜
産
業
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

援
助
は
な
い
か
。
ま
た
今
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
お
尋
ね
し
た
い
。

【
町
長
】
農
業
、
畜
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
為
替

相
場
や
穀
物
市
場
、
海
上
運
賃

の
変
動
と
い
っ
た
国
際
情
勢
に

影
響
を
受
け
る
の
で
、
国
の
対

応
を
待
つ
し
か
な
い
が
、
町
と

し
て
今
回
の
補
正
予
算
で
、
令

和
３
年
に
て
使
用
し
た
飼
料

代
・
燃
料
代
・
肥
料
代
の
１
割

を
補
助
し
、
高
騰
し
た
燃
料
代

等
を
補
填
す
る
「
飼
料
・
燃
料

費
高
騰
対
策
補
助
金
」
を
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
向
け

商
品
券
発
行
事
業
と
し
て
、
く

ら
し
応
援
券
の
発
行
事
業
も
行

う
。

井上　則臣　議員

Ｑ一人住まい・年配者の 
孤立化防止策を！

Ａ 
社会参加しやすい環境を目指す

Ｑ 
畜産業への援助・対策を！

Ａ飼料・燃料費 
高騰対策補助金を計上

【
議
員
】
近
年
、
稲
作
に
か
か

る
経
費
の
高
騰
が
続
き
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
世
界
情
勢
の
影
響
に
よ

り
、
農
家
の
経
営
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
米
価
も
前
年

比
約
85
％
と
下
落
傾
向
に
あ

り
、
需
要
も
減
少
し
て
い
る
中

で
、
食
用
米
以
外
の
利
用
推
進

を
探
り
な
が
ら
、
水
田
の
利
活

用
や
経
営
継
続
の
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
議
員
】
農
業
・
農
地
を
守
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
農
林
課
長
】
農
地
の
売
買
や

貸
借
の
情
報
を
農
林
課
窓
口
で

準
備
し
て
い
る
が
、
周
知
も
十

分
で
は
な
い
の
で
、
広
報
に
努

め
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し

て
い
く
。

【
議
員
】年
配
の
方
も
先
祖
代
々

の
土
地
が
、
耕
作
放
棄
地
に
な

ら
な
い
よ
う
に
努
力
を
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
生
産
者
の

励
み
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

の
検
討
を
期
待
す
る
。

矢津田道夫　議員

Ｑ 
稲作に補助はできないか？

Ａ国の動向を注視しながら、 
対応していく

水田の様子

耕作放棄地
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【
議
員
】
電
気
料
金
や
ガ
ス
代
、

食
料
品
の
値
上
げ
が
続
い
て
い

る
中
、
調
理
の
方
々
も
工
夫
を

し
な
が
ら
給
食
の
質
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い

る
。

し
か
し
、
今
の
状
況
が
続
け
ば

い
ず
れ
は
検
討
を
す
る
必
要
が

で
て
く
る
の
で
は
。

【
町
長
】
ま
ず
は
質
を
落
と
さ

な
い
よ
う
、
多
様
な
食
品
を
組

み
合
わ
せ
、
献
立
の
工
夫
を
し

て
い
く
。

【
議
員
】
水
道
料
も
平
成
６
年

か
ら
料
金
の
改
定
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
人
口
・
世
帯
数
の
減

少
に
伴
い
、
水
道
事
業
の
運
営

も
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

【
建
設
課
長
】
現
在
の
設
備
を

維
持
し
て
い
く
上
で
も
、
水
道

事
業
全
体
を
見
た
上
で
も
、
今

後
協
議
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

か
と
思
う
。
将
来
を
見
据
え
た

上
で
、
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
議
員
】
町
全
体
の
水
源
を
今

後
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く

の
か
。

【
町
長
】
今
ま
で
は
豊
富
で
安

全
な
水
を
低
廉
で
提
供
で
き

た
。
し
か
し
、
一
部
水
源
が
枯

渇
し
た
り
と
、
新
た
な
水
源
や

非
常
時
の
代
替
水
源
等
の
確
保

も
必
要
。
給
水
人
口
や
設
備
の

老
朽
化
対
応
を
含
め
、
基
本
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
水
道
事

業
の
基
盤
強
化
に
努
め
て
い

く
。

【
議
員
】
今
後
の
課
題
と
し
て
、

気
候
変
動
を
要
因
と
し
た
水
不

足
も
起
こ
り
え
る
。
予
備
の
水

源
の
確
保
も
大
事
に
な
る
と
思

う
が
。

【
建
設
課
長
】
新
た
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
的
な
水
源
確
保
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
各

配
水
区
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】
町
民
の
生
活
上
、
大

切
な
水
。
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
水
道
事
業
が
で
き
る
よ
う

に
願
う
。

井野　和哉　議員

穴井　則之　議員

Ｑ給食費・公共料金の改定は 
あるのか ?

Ａ 
現時点では行う予定はない

Ｑ 
町水道水源の現状は ?

Ａ 
水道事業の基盤強化に努める

みなみ浄化センター

工夫をこらした学校給食

生活する上で大切な水

平成 22 年度 簡易水道事業の経営認可書
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令
和
４
年
６
月
議
会

◆
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
経
済
不
安
に

よ
る
物
価
の
高
騰
、
相
次
ぐ
値
上
げ
、
更
に
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
と
不
安
な
様
相
ば
か
り
で
す
。

先
般
の
参
議
院
選
挙
中
に
起
き
た
、
安
倍
元
総
理

の
銃
撃
事
件
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
６
月
定
例
議
会
で
は
、
初
日
一
般
質
問
か
ら
始

ま
り
、
８
人
の
議
員
か
ら
建
設
・
福
祉
・
経
済
等

の
質
問
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
町
水
道
や
農

業
用
水
な
ど
は
、
高
額
投
資
案
件
だ
け
に
今
後
の

対
応
を
注
視
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
一
般
補
正
で
は
、
農
畜
産
業
へ
の
飼
料
・
燃
料

等
の
補
助
や
町
民
へ
の
支
援
（
商
品
券
）
等
が
主

な
案
件
と
し
て
審
議
さ
れ
、
不
安
な
社
会
現
象
の

中
、
少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
元
気
が
出
る
起

爆
剤
の
足
し
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
議
員
定
数
削
減
の
案
件
が
、
１
名
減
の
９
議
席

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
制
度
設
計
の
場
で

あ
り
制
度
の
見
直
し
、
新
た
な
制
度
に
問
題
点
は

な
い
か
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
議
論
し
て
よ
り
良

い
制
度
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議

席
１
減
に
な
り
ま
す
が
、
議
員
の
質
の
向
上
を
目

指
し
勉
強
し
て
参
り
ま
す
。　
　
（
井
上　

則
臣
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

…
ひ
つ
じ
の
放
牧
を
始
め
ら
れ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

牧
野
組
合
の
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
し
て
い

く
中
で
、
草
原
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
い
い
か
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
テ
レ
ビ
で
動
物
が
草
を
食
べ
て
い

る
シ
ー
ン
を
見
て
、
山
に
ひ
つ
じ
が
い
た
ら

草
を
食
べ
て
く
れ
、
輪
地
切
り
の
代
替
案
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
ふ
と
思
い
つ
き
ま
し

た
。
構
想
は
し
た
も
の
の
、
ひ
つ
じ
を
飼
っ

た
こ
と
が
な
く
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ひ
つ
じ
に
詳
し
い
方
が
い
る
と
聞
け
ば
そ

の
方
の
と
こ
ろ
に
直
接
行
っ
て
相
談
し
、
ど

こ
ぞ
の
牧
場
に
ひ
つ
じ
が
い
る
と
聞
け
ば
足

を
運
び
、
行
く
先
々
で
学
び
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思

い
、
２
頭
の
ひ
つ
じ
を
一
年
間
育
て
て
み
ま

し
た
。
食
べ
る
草
の
種
類
も
量
も
想
像
以
上

だ
っ
た
の
で
、
構
想
も
実
現
で
き
る
と
思

い
、
牧
野
で
の
ひ
つ
じ
放
牧
を
決
行
し
ま
し

た
。

…
実
際
に
美
し
い
村
補
助
金
を
使
わ
れ
て

み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

　

ひ
つ
じ
の
購
入
や
柵
整
備
な
ど
初
期
投
資

が
必
要
で
し
た
の
で
、
何
か
し
ら
補
助
し
て

も
ら
え
る
制
度
は
な
い
か
と
役
場
窓
口
に
相

談
に
行
き
、
美
し
い
村
補
助
金
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
補
助
率
も
高
い
の
で
、
大
変

助
か
り
ま
し
た
。

　

可
能
な
ら
、
維
持
管
理
に
継
続
的
な
何
ら

か
の
補
助
が
あ
る
と
一
層
助
か
り
ま
す
。

…
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
柵
を
広
げ
、
ひ
つ
じ
が
草
を
食

べ
て
く
れ
る
範
囲
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
草

原
維
持
の
た
め
、
ひ
つ
じ
の
力
を
借
り
た
輪

地
切
り
の
作
業
軽
減
が
他
の
地
域
で
も
で
き

る
と
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
地
域
の
高
齢
者
が
集
い
、
羊

毛
で
何
か
し
ら
の
製
品
を
つ
く
り
、
収
入
に

繋
が
る
集
い
の
場
作
り
が
で
き
た
ら
と
更
な

る
構
想
も
持
っ
て
い
ま
す
。

取
材
・
文
・
写
真
：
森
永
一
美

北里　和教さん
草原維持のため、牧野に“ひつじ”を放牧
知恵と汗を出し、地域を未来へ繋げる開拓者
プロフィール
「田の原温泉ひつじ会」代表。輪地切りの作業軽減のため、ひつじを
山に放つことを発想。2018 年、美しい村補助金※を活用し、ひつじ
10頭の放牧を始める。地元小学校でひつじの毛刈り体験や羊毛ワーク
ショップも行っている。

※美しい村補助金＝南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金の略

町民インタビュー　Vol.10

文献からヒントを得て、 飼料にはパウダー状にし

た竹も配合。 竹林の有効活用にも繋げている。

北里さんが飼料を持って柵の中に入った途端、

山から一気に駆け降りて飼料を食べるひつじ達。

写真右奥はひつじを放しているので草が短い。
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